
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４・５年度 春日部市教育委員会委嘱 

令和６年２月９日 

春日部市立藤塚小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長 あ い さ つ 
春日部市立藤塚小学校 校長 

 
 本校では、令和４年度・５年度の２年間、春日部市教育委員会の研究委嘱をいただき、研修主
題「主体的に活動する力を育む、タブレットなどの活用を生かして～楽しく学ぶ、進んで学ぶ、
互いに学ぶ～」を設定し、実践的な研究に取り組んでまいりました。 
 思い返しますと、委嘱前の研究０年次はＧＩＧＡスクール構想により１人１台のタブレットが
導入され、教室はＩＣＴが前提としてある環境になりました。ＩＣＴを「学びの効率化」の一手
段として「Ｉ（いつも）Ｃ（ちょっと）Ｔ（使う）」を目指し、手探りの実践が始まりました。 
手探り状態の中、研究１年次には Google アプリに加え『ミライシード』が導入され、活用範

囲の広がりに研究の方向性も混沌としました。そこで、「普段使い」と「教員のスキルアップ」を
目指し、「デジタル思考ツール」に焦点を当て、本校の課題である思考力や表現力の向上を図る
授業実践を進めました。 
 そして、迎えた研究２年次はＩＣＴの「汎用」と「継続」を実現するための体制作りに着手す
るとともに、新たに「デジタルシティズンシップ教育」の視点を大西久雄先生にご教授いただい
ております。 
 このように実践と考察を繰り返している研究の途上ではありますが、本日、本校の研究の一端
をご提案させていただきます。子供たちが楽しく・進んで・互いに学ぶ姿、それを具現化しよう
と奮闘する教員の姿をご覧いただき、ご参会の皆様から忌憚のないご指導、ご助言を賜れれば幸
いです。それらを糧とし、教職員一同、今後も研鑽に励んでまいります。 
結びに、ＩＣＴ活用に取り組んだ３年間で実感したことは、子供たちはタブレットが好きであ

り、技能は教員の想定を超えて上達し、一部の子供たちにとっては文房具の域に達しつつありま
す。一方で、教員はそれを上回ろうと気負うことなく、学習の質を向上させるため授業の力量を
着実に高めることが大切です。確かな指導力の土台があってこそタブレットの的確な活用が成立
すると考えます。本校教員の指導力向上のための熱心なご指導と本研究推進のためのご教示を賜
りました指導者の皆様、関係者の皆様に心より感謝申し上げ、あいさつといたします。 

教 育 長 あ い さ つ 
春日部市教育委員会 教育長 

 

 藤塚小学校は、令和４年度から２年間春日部市教育委員会の研究委嘱を受け、「主体的に活動

する力を育む、タブレット等の活用を生かして～楽しく学ぶ、進んで学ぶ、互いに学ぶ～」を主

題として、教職員一丸となって研究に取り組まれました。本日、ここにその成果をまとめ、研究

発表会が開催されますことに、心よりお喜び申し上げます。 

 令和３年度に１人１台のタブレットが導入されるのと同時に、藤塚小学校では速やかに効果

的な活用方法の校内研修に着手しました。ＩＣＴの活用は時代の要請であるものの、どの学校に

も、「児童・生徒にどのように使わせるか、どう指導すればよいのか」という課題が直面し困惑

されたことと思います。ＩＣＴの活用は、児童・生徒が効率的・効果的に学ぶための手段であっ

て、目的そのものではありません。本校は、この認識を常に持ち、研究主題に迫るため児童と教

師の視点から２つの柱を掲げて研究に取り組まれました。 

 本日、その研究の一端が児童の姿を通して公開されることは、誠に意義深いものであります。

ご参会の皆様方には本研究実践を参考に、各学校における創意工夫によりＩＣＴ活用を推進し、

児童・生徒に還元されることを願っております。 

 結びに、本研究の推進のため、これまで熱心なご指導、ご助言を賜りました指導者の皆様に深

く感謝申し上げます。また、中川貴子校長をはじめとする教職員の真摯に研鑽を積む姿勢に敬意

を表するとともに、今後の一層の研究と実践をお願いして、あいさつといたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 校 の 取 組 

ＩＣＴを活用した積極的な授業実践 

思考ツールを活用した授業実践 
 児童の主体的・対話的な学習を具現化し、それらを効率化するための方策として、①自分の考えを整理し深めるの
に効果的な「思考ツール」と、②自他の意見を収集し共有するのに効果的な「Chromebook」を合わせ、デジタル版思
考ツールで授業実践を行った。①と②のそれぞれの特性をいかすことにより、能動的に授業に参加したり、グループ
の意見交流が活発になったりする様子が数多く見られ、学習のツールとして高い効果があった。 

授業実践の実態 

【３年生】  
国語「山小屋で三日間すごすなら」 
【思考ツール】 
 「変形ピラミッドチャート」 
 
 学習内容の特性に合わせ、最上段
を取り除いたピラミッドチャート
を jamboardで用意し、話し合い活
動を行った。児童はタブレットの付
箋を動かしながら理由の意見を発
表し、論理的に考えながら活発に話
合い活動をすることができた。 

【４年生】 
 理科「水の３つの姿」 
【思考ツール】 
 「表・フィッシュボーン」 
 
 水の温度変化をスプレッドシー
トの表に入力することで、グラフを
かく手間が省け、数値の変化を見や
すくした。また、シートを共有して
他の班との比較を容易にしたこと
で共通点に注目しやすくなり、しっ
かりとした根拠を基に学習内容を
まとめることができた。 

デジタルシティズンシップ教育の実践 

 ２０２３年実施のＧＩＧＡスクール構想実現の調査の質問２「今
年度９月から１２月までの間、１人１台端末をどの程度授業で活用
したか」に対する本校の回答は右の表のようになっている。発達段
階に応じて積極的に授業で活用しており、高学年になるにつれて授
業内容とＩＣＴの相性が良いものが多く、使用する機会が増えてい
る。 
 研修当初は、教員全員が「とにかく使ってみる」という手探りの
状態だったが、失敗と成功を繰り返しながら実践数を増やし、「どの
教科や学習形態に、どのアプリを、どのように使ったらよいか」の
判別を体得したことで授業の質を高めてきた。同時に、回数をこな
すことで教員のＩＣＴ活用スキルの向上にもつながった。 

 １人１台タブレット端末時代において、児童がＩＣＴ機器の善
き使い手となるために、デジタルシティズンシップ教育の拡充を
図った。まずは校内研修を通じ、教員のデジタルシティズンシッ
プに対する理解を深めた。その研修をもとに、６年生の総合的な
学習の時間「デジタルシティズンシップ教育」の学習計画を立案
し、授業実践を行った。 
 ＩＣＴ機器に関する諸問題を知り、解決するための具体的な行
動を児童自身が考え、友達同士で協議する活動を通じ、デジタル
シティズンシップへの理解を深めることができた。 

【５年生】 
 社会「食料生産とわたしたち」 
【思考ツール】 
 「ベン図」 
 
 オクリンクを使って２つのグラフ
を関連させて読み取る学習で活用し
た。先にそれぞれのグラフ単体で読
み取りをさせ、どんな変化があるか
を明確にした。その後ベン図のカー
ドを配付し、スモールステップで資
料を読み取ることで、より丁寧にグ
ラフを読み取ることができた。 

 学級数 内訳 

ほぼ毎日 

 ３時間程度 
３クラス 高学年３クラス 

ほぼ毎日 

 １時間程度 
２クラス 

高学年１クラス 

中学年１クラス 

週に３日程度 ５クラス 
中学年３クラス 

特支学級２クラス 

週に１日程度 ４クラス 低学年４クラス 
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ＩＣＴの「汎用と継続」を実現するための体制づくり 

ＩＣＴスキルアップのための授業パッケージの作成 

外部指導者・ＩＣＴ支援員の活用 

バーコードでの提出物管理 校内研修研究協議 

 

藤塚ポータルサイト 
 教員がよりＩＣＴを活用した授業とそれらに係る準備がしやすくなるよ
うに、情報の「蓄積」「共有」を目的とした教員向けポータルサイトを作成
した。他にも、デジタル教科書や学習に役立つサイトのリンクを用意し、
授業準備にも使うことができる。 

 研究授業の際、教室後方にタブレットを複数台設置
しておき、参観者が気付いたことを Jamboard で作成
したシートにその都度入力していく。これにより研究
協議での話し合いがスムーズに行われ、より充実した
研究協議を実施することができた。 

 スプレッドシートを使い、主に宿題の提出状況把握
の目的で活用している。音読カードやドリルにバーコ
ードシールを貼り、毎日の提出の際にバーコードリー
ダーで読み取らせ、誰が、いつ、何を提出したのかを
把握できる。 

 児童がＩＣＴを使いこなすためには、まず教員がＩＣＴで「何ができるか」「どんな使い方ができるか」を把握

することが前提である。そこで、指導者を招聘したＩＣＴに関する知識とスキルを高めるための研修を行ったり、

視聴覚センター主催の講習会に参加したりした。実際の簡単な授業づくりを想定した体験型研修を多く行ったこと

により、すぐに実践できるスキルを身に付けることができ、全教員が積極的にＩＣＴを活用する授業を実施してき

た。また、知識やスキルが未熟な教員も、ＩＣＴ支援員と協力することで、過去の実践例や効果的な活用法を知っ

て授業づくりにいかし、計画的にＴ・Ｔ形式での授業を実施して、経験と自信を積むことができた。 

 児童のＩＣＴスキルの向上のため、各学年で身に付けさせ
たい技能を基に一覧表を作成した。また、これらの技能を身
に付けさせるためには、具体的にどのような指導をすればよ
いかを明確にする必要があり、各学年５～１０時間を目安に
指導例を一覧表に付加した。これにより、どの学年を担当し
ても全教員の指導水準を一定にし、ＩＣＴの得意不得意に関
係なく、児童が段階的に必要な技能を身に付ける機会を確保
できるようにした。さらに、一覧表は使用ソフト（アプリ）
ごとに一覧となっているため、児童は各学年における技能習
得の目標が明確になり、教員は各学年における既習・未習の
技能をふまえた授業の構想と準備がしやすくなった。 

   ファイルは低・
中・高・担外ブロッ
ク別に作成する。協
議では、付箋を操作
し便宜的に色分けや
大小を工夫する。中
心となった話題は付
箋を拡大し、全体共
有の際に伝達しやす
くする。 

   提出済みの
児童は、マス
が青く表示さ
れる。未提出
がある児童
は、未提出の
宿題が表示さ
れた上でマス
が赤で表示さ
れる。 

 過去の授業実践を一覧で表
示した。ページ左部の各教科
のリンクからデータの保管庫
へ移動が可能となっている。 

 各教科のページには、これ
までに過去の担任が作成した
デジタル教材が保存されたド
ライブへのリンクや年間指導
計画などが学年ごとに用意さ
れている。 

情報活用のための指導計画表（一部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進んで学ぶ子 

進んで学び、深く考え 

表現できる子 

心豊かな子 

思いやりの心を持ち 

協力し助け合う子 

明るくたくましい子 

心身ともに健康で、 

根気強く取り組む子 

研 究 の 概 要 

学
び
の
効
率
化 

  一人一人が輝く、みんなで輝く、元気いっぱいの学校 

    主体的に活動する力を育む、タブレット等の活用を生かして 

      ～楽しく学ぶ、 進んで学ぶ、 互いに学ぶ～ 
研究主題 

本校の学力における課題 

 ・話すこと、聞くこと、書くこと → 表現の苦手さ 

 ・基礎基本を活用した課題解決  → 思考や応用の苦手さ 

       

課題解決のための具体的な方策 

 ・対話的な学習により協働して課題を解決する学習経験を積む。 

 ・思考ツールを活用し情報を比較、分類、関連付けして思考する授業を行う。 

 ・基礎基本を繰り返して、定着を図る。 

ICTを活用して 

学習がわかる・で

きる喜びを味わい

主体的に学ぶ。 

ICTを活用して 

自分の考えをし

っかり持ち、表

現・発信する。 

ICTを活用して 

意見を交流し、自

分の考えをより

深める。 

柱１：積極的授業実践 

 

タブレット等の活用に

よる主体性思考力の向

上と協働活動の活性化 

柱２：「汎用・継続」

のための体制作り 

タブレット等の常用の

ためのスキルの向上と

情報共有の容易化 

研究組織 

藤
塚
小
学
力
向
上
プ
ラ
ン 

  豊かな心をもち、進んで学び行動できる子 

  知恵いっぱい、 笑顔いっぱい、 元気いっぱい 

情報部会 

研修推進委員会 

校長、教頭、主幹教諭、研修主任、情報主任、各ブロック１名 

中学年 

ブロック部会 

高学年 低学年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体 の 成 果 と 課 題 

【成果】 
・ＩＣＴの活用は、児童の考えをより深めたりグループの考えを練り上げたりすることに対して非常に効果的

である。それにより児童は学習の楽しさや分かりやすさを知り主体的に学習に取り組んでいる。 

・教員一人一人が積極的にＩＣＴを活用した授業実践を行うことで、ＩＣＴを活用した授業の質を高めること

ができた。研修当初の研究協議会では研究授業の振り返りの際「どのようにＩＣＴを活用したか」が話題と

なっていたが、年次が進むにつれて「授業のねらいの達成のために他にどのような活用方法があるか」など、

よりよい授業を作るためのツールとして活用する力を身に付けることができた。 

・授業実践をデジタルで共有・蓄積することにより、担当学年が変わっても過去の実践事例をもとに授業準備

ができるため、そのまま活用して教材研究の時間を削減したり改良を加えてより深めたりすることができた。 

・タブレットを扱う機会が増えたことに伴い、デジタルシティズンシップ教育を並行して行うことで、スキル

とモラルの両立ができている。 

【課題】 
・児童と教員のＩＣＴ活用スキルが向上し、授業で常用できる程になったが、ＩＣＴの活用と学力との結びつ

きを考察・研究していきたい。 

 

 

   

東部教育事務所教育支援担当指導主事                        

東部教育事務所教育支援担当指導主事                        

東部教育事務所教育支援担当指導主事                        

春日部市教育委員会指導課指導担当主幹（現春日部市立上沖小学校教頭）        

春日部市教育委員会指導課指導担当指導主事                     

春日部市教育委員会指導課指導担当指導主事                     

春日部市教育委員会指導課教職員担当指導主事                    

   

春日部市教育委員会社会教育課生涯学習推進担当指導主事               

春日部市立八木崎小学校長（現春日部市立備後小学校長）               

春日部市立飯沼中学校教頭（現幸手市立西中学校校長）                

ご指導いただいた皆様（敬称略） 
 

 

 

 

【令和５年度】 

 

 

 

 

 

【令和４年度】 

 

 

【令和３年度】 

研究に携わった本校職員 

 

 


